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	 我々は、動物の光応答と行動の連関の解明に取り組む過程において、ニワトリ松果体では、暗期

の光照射により7a-ヒドロキシプレグネノロン (以下7a-OH-Pregと略) の合成量が上昇することを
見出した。7a-OH-Preg はイモリの脳内で合成・分泌され、行動量を増加させる物質として知られ
ていたが、哺乳類では 7a-OH-Preg の存在や生理機能など未解明の点が多い。本研究課題では、哺
乳類の脳内における 7a-OH-Preg の有無を明らかにするために、マウス脳各部位の抽出物に含まれ
るステロイドの同定を行う。さらに、分泌量の日内変動や様々な刺激への応答性を検証し、

7a-OH-Pregと哺乳類の高次脳機能の連関を探る。 
 
	 7α-OH-Preg の生理機能を探るため、マウスに 7α-OH-Preg を投与して情動への影響を調べるこ
とを計画し、ステロイドの投与条件を検討した。DMSO-Corn oil 溶液を溶媒としてマウスの腹腔内
に 7α-OH-Preg を投与し、１時間後に全脳を摘出してステロイドを分析した。脳内の血液中に存在
する量と脳組織中に取り込まれた量を知るため、一部の個体は灌流により脱血処理を施した後に全

脳を摘出した。その結果、7α-OH-Pregの [M+Na]+ ピークが十分な強度で確認され、7α-OH-Preg
を脳から検出することができた。ただし、脱血処理を行ったマウスでは、そうでないマウスに比較

してピーク強度が 10分の 1程度であった。 
	 以上より、本条件にて 7α-OH-Pregを再現性良く投与・抽出・検出できたと考えている。しかし、
血中から脳組織への取り込みに関しては検討の余地がある。7α-OH-Preg は脳組織へ取り込まれに
くい可能性が考えられるため、脳室内投与を行うことも検討している。 
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